
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

－
　
天
台
宗
寺
門
派
資
料
を
中
心
と
し
て
1

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
東
寺
観
智
院
蔵
胎
蔵
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
一
本
の
訓
読
語
に
つ
い
て

二
、
鎌
倉
時
代
の
胎
蔵
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
に
お
け
る
天
台
宗
寺
門
派
資
料
の
訓
読
語

お
わ
り
に

松

　

本

　

光

　

　

隆

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
は
、
一
般
に
、
平
安
時
代
に
お
い
て
固
定
化
し
た
訓
読
語
が
伝
承
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解

（1）

さ
れ
て
来
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
的
な
言
語
事
象
を
多
く
は
提
供
し
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
確
か
に
、
例
え
ば
、
漢

籍
を
例
に
と
る
と
、
伝
承
的
性
格
が
強
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
が
、
仏
書
の
場
合
は
、
こ
の
点
に
視
点
を
あ
て
て
は
多
く
が
説
か
れ
て
は
い

な
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
仏
書
の
場
合
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
訓
読
語
の
展
開
は
区
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
状
（2）

況
に
よ
っ
て
、
そ
の
訓
読
語
の
様
態
は
、
種
々
存
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
鎌
倉
時
代
語
と
し
て
の
変
化
を
示
し
た
も
の
も
存
す
る
一

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
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方
で
、
平
安
時
代
に
固
定
化
し
た
訓
読
を
鎌
倉
時
代
に
伝
承
的
に
伝
え
た
資
料
も
存
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
例
と
し

（3）

て
本
稿
は
、
天
台
宗
寺
門
派
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
、
胎
蔵
四
部
儀
軌
の
内
、
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
論
じ
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
天
台
宗
寺
門
派
に
お
い
て
は
、
平
安
後
期
に
複
数
存
し
た
胎
蔵
儀
軌
　
（
玄
法
寺
儀
軌
）
　
の
訓
読
の
内
の
一
つ
が
、
院
政
期
を
へ
て
部
分

的
に
は
改
変
さ
れ
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
は
伝
承
さ
れ
て
、
鎌
倉
時
代
の
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
語
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。二

束
寺
観
智
院
蔵
胎
蔵
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
一
本
の
訓
読
語
に
つ
い
て

東
寺
観
智
院
に
蔵
さ
れ
る
胎
蔵
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
　
の
一
本
に
、
第
二
九
函
第
一
号
と
し
て
現
蔵
の
資
料
が
存
す
る
。
奥
書
は
、

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
「
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
　
二
月
廿
九
日
奉
陸
別
虞
阿
闇
梨
奉
始
讃

同
年
三
月
六
日
奉
讃
之
了
継
欝
酢
漂
詣
股

廿
三
也
」
　
（
朱
書
擦
消
）
　
「
此
墨
鮎
ハ
ロ
ロ
房
御
本
□
□
口
」

（
朱
追
撃
一
）
「
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
　
二
月
廿
九
日
奉
従
賓
相
房
奉
讃
従
布
字

八
印
己
下
悲
懸
而
救
護
巳
上
巳
了
　
　
　
　
　
僧
覚
□
記
之
」

（
朱
追
筆
二
）
「
持
珠
富
心
己
下
ハ
延
久
二
年
八
月
八
日
奉
従
別
虞
奉
讃
了
」

（
別
等
）
「
延
享
第
三
　
（
一
七
四
六
）
丙
寅
歳
五
月
十
六
日
令

修
復
了
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
正
賢
賀
嫡
十
碧

と
あ
り
、
こ
の
奥
書
よ
り
、
当
該
資
料
が
、
平
安
後
期
の
訓
読
伝
受
の
場
に
関
わ
っ
て
成
立
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
該
資

料
に
は
、
朱
墨
の
訓
点
が
存
し
、
ヲ
コ
ト
点
に
は
、
西
基
点
を
使
用
し
て
い
る
。
朱
墨
の
訓
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
種
が
存
し
、
朱
点
は
奥
書

と
対
応
す
る
加
点
が
あ
る
。
一
種
は
、
極
薄
い
朱
点
で
、
奥
書
の
康
平
二
年
と
符
合
す
る
も
の
で
、
第
二
種
の
朱
点
は
、
専
ら
こ
の
薄
い
朱



点
を
な
ぞ
る
形
で
濃
く
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
種
の
朱
点
は
、
延
久
二
年
の
奥
書
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

墨
点
に
も
二
種
の
も
の
が
存
す
る
。
第
二
榎
は
、
二
種
類
の
朱
点
の
間
に
加
点
さ
れ
た
と
思
し
き
平
安
後
期
の
も
の
で
、
疎
ら
で
は
あ
る
が
、

全
巻
に
わ
た
る
。
第
二
種
の
墨
点
は
、
加
点
が
極
め
て
希
で
あ
る
が
、
時
代
は
降
っ
て
、
院
政
期
と
思
し
き
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
考
察
の
対
象
と
す
る
資
料
に
お
け
る
朱
点
の
二
種
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
殆
ど
な
い
と
認
め
て
良
い
。
加
点
上
で
の
異
同
は
、
濃

い
延
久
の
朱
点
が
薄
い
康
平
の
朱
点
を
な
ぞ
り
落
と
し
た
と
思
し
き
箇
所
が
存
す
る
程
度
で
、
訓
読
語
が
同
質
で
あ
る
と
認
め
る
の
に
矛
盾

は
な
い
。
第
一
種
の
墨
点
は
、
二
種
の
朱
点
の
間
の
時
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
時
代
的
に
は
同
時
代
の
加
点
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
も
の
で
あ
る
が
、
朱
点
訓
読
と
の
間
に
、
異
同
が
存
す
る
。
そ
の
異
同
例
は
、
以
下
に
掲
げ
た
如
き
も
の
で
あ
る
。

〔
朱
点
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
基
点
〕

［
文
の
断
続
・
語
序
の
異
同
］

○
［
於
］
劫
災
（
去
）
の
火
（
訓
）
に
同
し
て

○
内
拳
　
風
輪
を
申
（
へ
）
　
て

○
旋
挿
し
て
意
を
定
に
加
（
へ
）
　
て

○
身
（
音
）
黄
金
の
色
に
作
（
り
て
）

○
普
く
囲
－
浮
の
光
（
訓
）
を
放
つ

チ

　

　

　

　

　

　

ハ

ウ

　

　

　

　

　

し

も

○
捏
（
上
濁
）
哩
底
（
去
）
方
の
大
日
如
来
の
下
に
依
れ
り
。

ハ
ウ

○
西
方
の
相
・
均
－
等
な
りへ

○
火
は
胸
に
入
（
れ
）
て
前
に
側
は
め
よ
。

ヒ

　

　

　

モ

　

　

キ

ヤ

○
阿
（
平
）
毘
（
平
濁
）
目
（
去
）
怯
（
平
）
封
と

メ

キ

ヨ

　

　

な

〇
八
－
馬
車
略
の
中
に

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

○
［
於
〕
劫
災
（
の
）
火
（
に
）
同
（
訓
）
シ

ノ

○
内
拳
（
平
）
風
輪
（
を
）
申
へ
ヨ

○
旋
特
（
し
て
）
意
（
を
）
定
（
に
）
加
へ
ヨ

○
身
（
訓
）
ハ
黄
金
（
の
）
色
（
に
）
作
（
れ
）
。

ハ
ナ

○
普
（
く
）
園
浮
（
の
）
光
（
を
）
放
テ

○
浬
哩
底
方
二
依
テ
大
日
如
来
（
の
）
下
（
に
）
・

〇
西
方
（
の
）
相
（
音
）
均
等
ナ
ル
コ
ト
ソ
ハ
タ

○
火
（
は
）
胸
ノ
前
（
に
）
入
（
れ
て
）
側
　
テ
ヨ

○
阿
毘
目
（
上
）
放
下
封
セ
リ

ナ
カ

〇
八
馬
（
平
）
車
（
去
）
略
（
上
）
　
（
の
）
中
ナ
リ
。

三
五
九
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○
福
智
　
仰
け
て

○
空
を
並
へ
て

［
字
訓
の
異
同
］

シ

○
内
－
心
に
蓮
華
ヲ
敷
ケ
。

ヤ
ヽ

〇
二
肘
を
並
へ
て
相
ひ
近
く
棺
高
く
竪
て
て

○
次
の
東
の
第
一
に

〇
千
の
手
に
各
（
の
）
標
リ
持
レ
リ

と

○
意
刀
謂
索
を
持
れ
り
。

へ

○
賓
（
音
）
の
上
にへ

○
傘
（
去
濁
）
の
上
に

カ
ウ
ヘ
　
　
　
ソ
ハ
タ

○
頭
　
を
側
　
テ
、

へ

○
火
は
胸
に
入
（
れ
）
　
て
前
に
側
は
め
よ
。

せ

○
龍
（
音
）
を
光
に
し
亀
（
音
）
を
座
と
烏
り
。

ウ
ツ
フ

○
諸
龍
は
覆
　
セ
て

み

○
天
衆
　
自
ら
園
繰
せ
り
。

ヘ

　

マ

ツ

○
風
　
空
輸
の
上
に
絞
フ

の
た
ま
は

○
遍
照
（
平
濁
）
の
眞
言
を
説
（
き
）
　
て
日
　
く

［
音
読
訓
読
の
異
同
］

○
其
の
身
（
音
）
浅
く
黄
（
訓
）
な
る
色
（
訓
）
な
り

ア
フ

○
福
智
　
仰
ケ
ヨ

○
空
ハ
並
へ
ヨ

○
内
心
（
に
）
蓮
華
　
敷
ケ
タ
リ

ヒ
ラ

三
六
〇

〇
二
肘
（
を
）
並
（
へ
て
）
相
（
ひ
）
近
　
ケ
テ
棺
高
（
く
）
竪
（
て
て
）

ツ
イ

○
次
テ
ニ
東
（
訓
）
ヨ
リ
第
一
二
ハ

〇
千
（
の
）
手
（
訓
）
　
（
に
）
各
（
の
）
標
リ
持
タ
リ

モ

○
恵
刀
謂
索
ト
ヲ
持
ク
リ
。

カ
ミ

○
賛
（
の
）
　
上
二

カ
ミ

〇
傘
（
の
）
　
上
二

カ
シ
ラ

〇
頭
　
（
を
）
側
（
て
て
）

○
火
（
は
）
胸
ノ
前
（
に
）
　
入

タ

○
龍
ハ
光
・
亀
（
平
）
　
ハ
座
烏
リ

○
諸
龍
（
は
）
覆
（
て
）

ヲ
ノ
ツ
㌔
ホ
フ

○
天
衆
　
目
　
ラ
園
緯
（
せ
り
）

○
風
　
空
輸
（
の
）
上
に
絞
へ
マ
ツ

○
遍
照
（
の
）
眞
言
（
を
）
説

ソ
ハ
タ

（
れ
て
）
側
　
テ
ヨ

（
き
て
）
　
日
タ

イ
ハ

○
其
（
の
）
身
（
訓
）
浅
（
く
）
黄
（
な
る
）
色
　
（
な
り
）



○
身
（
音
）
黄
金
の
色
に
作
（
り
て
）

○
器
杖
に
皆
　
煩
（
音
）
起
れ
り

〇
日
－
身
－
命
を

○
専
－
話
し
て

○
般
若
の
右
の
遽
（
音
）
に
置
け

カ
ウ
へ
こ

○
頭
　
に
冠
（
要
し
て

○
皆
　
黄
（
去
）
1
－
嘩
（
上
）
な
り
。

○
空
　
水
を
持
せ
よ

○
喜
見
元
比
の
身
（
訓
）
な
り
。

○
而
も
相
1
加
せ
よ
。

○
空
　
風
を
持
し
て

○
空
・
地
の
甲
を
捻
す
る
を

○
門
（
平
）
（
音
）
東
（
音
）
に

○
空
・
竪
（
音
）
に
せ
よ

○
梵
天
　
紅
蓮
を
持
せ
り

リ
ヤ
ク

○
礫
　
（
入
）
石
（
入
）
衆
（
去
）
費
〈
平
）

［
助
字
の
訓
読
の
異
同
］

へ

○
而
も
黒
蓮
の
上
に
在
り
。

［
字
音
の
異
同
］

を
等
（
音
）
す
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

三
六
一

○
身
（
訓
）
ハ
黄
金
（
の
）
色
（
に
）
作
（
れ
）
。

○
器
杖
（
に
）
煩
　
起
コ
　
（
れ
り
）
。

ホ
ノ
ホ

ミ
ツ
カ

〇
日
　
ラ
ノ
身
命
（
を
）

○
専
（
訓
）
　
（
ら
）
請
（
音
）
　
（
し
て
）

○
般
若
（
の
）
右
（
の
）
連
（
訓
）
　
（
に
）
置
（
け
）

○
頭
－
冠
（
上
）
　
（
し
て
）

キ

　

　

ヒ

カ

リ

○
皆
　
黄
ナ
ル
嘩
　
ア
リ
。

ト

○
空
　
水
（
を
）
持
レ

○
喜
見
元
比
（
の
）
身
（
平
）
　
（
な
り
）

ク
ハ

○
而
（
も
）
相
ヒ
加
へ
ヨ

モ

○
空
　
風
（
を
）
持
テ

ト

○
空
ヲ
モ
　
（
て
）
地
（
の
）
甲
を
捻
ル
ヲ

○
門
（
訓
）
東
（
に
）

○
空
ハ
竪
テ
ヨ

タ

モ
（
平
）

○
梵
天
ハ
紅
蓮
（
を
）
持
　
タ
（
上
）
リ
（
平
）

ヒ
ト

○
礫
石
衆
賓
を
等
シ
ク
（
す
）
。

○
而
シ
テ
黒
蓮
（
の
）
上
（
に
）
在
（
り
）
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ユ
ウ

○
勤
勇
（
去
）
の

ケ

○
金
剛
牙
（
上
濁
）
菩
薩

マ

　

　

　

マ

　

　

　

ケ

イ

○
部
母
忙
（
去
）
葬
（
上
）
鶏
（
上
）
は

カ
イ

○
衆
に
器
（
上
）
械
を
操
持
せ
り
。

ウ

　

　

　

主

　

力

イ

シ

ャ

　

　

　

マ

○
烏
（
去
）
薯
（
上
）
沙
（
上
）
摩
（
上
）

サ

イ

　

　

　

サ

イ

○
推
（
去
濁
）
砕
（
平
濁
）
悌
・

〇
囲
－
満
　
錫
1
－
杖
（
去
濁
）
の
相
に
せ
よ
。

○
毘
（
平
濁
）
紐
（
平
）
と

○
摩
掲
（
入
）
と

カ

　

　

　

シ

○
河
（
上
）
悉
（
上
）
多
（
上
濁
）
　
（
と
）
　
を

シ
ヤ

○
尾
舎
怯
と

キ
ヤ

○
金
（
去
）
麹
（
上
濁
）
王
と

こ

　

　

　

カ

○
ホ
（
上
）
賀
（
上
）
哺
も
て

ヒ

　

　

　

　

モ

　

　

　

キ

ヤ

○
阿
（
平
）
毘
（
平
濁
）
冒
（
去
）
怯
（
平
）
封
と

○
難
（
去
）
徒
（
上
濁
）
と

ロ

　

　

　

タ

○
龍
王
嘱
（
去
濁
）
暗
（
上
）
撃
（
上
濁
）

○
秤
（
去
）
と
宮
と

シ
ヨク

○
鳩
（
去
）
摩
（
平
）
利
（
上
）
と

ソ

ク

　

　

　

コ

ン

　

　

　

ホ

ン

○
塞
（
入
）
建
（
去
）
都
（
去
）
童
（
上
）
子
は

三
六
二

〇
勤
（
去
濁
）
勇
（
平
）
　
（
の
）

○
金
剛
牙
（
去
濁
）
菩
薩

○
部
母
忙
弄
鶏
（
平
）
　
（
は
）

コ
ク

○
衆
に
器
（
去
）
械
（
を
）
操
持
（
せ
り
）

○
烏
（
平
）
葬
沙
摩

○
擢
砕
（
平
）
悌
・

〇
囲
満
ス
ル
コ
ト
錫
杖
（
平
濁
）
　
（
の
）
相
（
に
せ
よ
）

○
毘
（
去
濁
）
紐
と
チ
ウ

○
摩
（
去
）
掲
（
上
）
　
（
と
）

○
討
（
去
）
悉
多
と
ヲ

カ

○
尾
舎
怯
（
上
）
　
（
と
）

○
金
麹
（
平
濁
）
王
　
（
と
）

○
ホ
（
上
濁
）
賀
嘱
（
上
濁
）
　
（
も
て
）

○
阿
毘
目
（
上
）
怯
ト
封
セ
リ

タ

○
難
徒
（
と
）

○
龍
王
嘱
（
上
濁
）
暗
撃
　
ハ

ナ
（
上
）

○
秤
　
ト
ノ
宮
（
と
）

シ
ヨ
ウ

○
鳩
摩
利
（
平
）
　
（
と
）

○
塞
建
（
平
）
都
童
（
上
濁
）
子
（
は
）



○
縛
（
去
濁
）
庚
（
上
）
の
風
天
は

○
倶
（
去
）
妃
（
上
）
羅
と

と

　

　

　

　

こ

○
井
て
阿
（
去
）
浸
（
上
）
毘
（
上
濁
）
弥
（
上
）
と

○
毘
（
去
濁
）
逝
耶
と
な
り
。

○
烏
（
去
）
頭
（
上
濁
）
と

ツ

サ

イ

　

　

リ

ウ

○
彗
（
平
）
流
（
平
」
星
と

［
読
添
語
の
異
同
］

き

○
先
の
悌
（
訓
）
　
つ
説
（
き
）
た
ま
は
く

○
次
の
東
の
第
一
に

○
堅
－
意
杵
を

○
金
剛
－
賛
埋
堵
あ
り
。

○
元
量
衆
・
園
統
せ
り
。

○
盆
迅
供
摩
羅
e

O
身
（
音
）
黄
金
の
色
に
作
（
り
て
）

カ
ミ

○
髪
　
赤
（
訓
）
く
し
て

果
反

○
虎
（
訓
）
の
皮
（
訓
）
に
漫
（
去
）
跨
（
平
）
を
用
ち
（
ゐ
）
た
り
。

○
恵
は
杵
・
定
は
元
異
に
せ
よ
。

○
諸
の
衆
生
の
烏
の
故
な
り
。

と

○
恵
刀
謂
索
を
持
れ
り
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

○
縛
（
上
濁
）
庚
（
の
）
風
天
（
は
）

○
倶
妃
（
上
濁
）
羅
と

○
井
（
て
）
阿
濱
（
入
）
毘
弥
（
と
）

○
毘
（
上
濁
）
逝
耶
（
と
な
り
）

○
烏
（
上
）
頭
（
と
）

サ
イ

○
彗
下
流
（
去
）
星
（
上
）
　
（
と
）

レ

○
先
（
の
）
悌
ノ
説
（
音
）
ナ
リ

ツ
イ

○
次
テ
ニ
東
（
訓
）
ヨ
リ
第
一
二
ハ

○
堅
恵
ノ
杵
（
を
）

○
金
剛
賓
ノ
理
堵
（
あ
り
）

○
天
童
ノ
衆
（
平
）
固
緯
（
せ
り
）

○
盆
（
平
）
迅
（
平
濁
）
倶
（
去
）
摩
（
上
）
羅
（
上
）
ハ

○
身
（
訓
）
ハ
黄
金
（
の
）
色
（
に
）
作
（
れ
）
。

○
髪
　
赤
（
訓
）
く
し
て

カ
ミ
ハ

○
虎
（
の
）
皮
ヲ
漫
跨
（
に
）
用
（
ゐ
た
り
）

○
恵
（
は
）
杵
　
定
（
は
）
元
畏
二

〇
諸
（
の
）
衆
生
（
の
）
寅
（
の
）
故
ニ
セ
リ

モ

○
惹
刀
謂
索
ト
ヲ
持
ク
リ
。



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
左
の
肩
（
訓
）
に
垂
　
（
れ
）
　
た
り
。

サ
ン

○
左
に
日
傘
（
去
濁
）
蓋
備
・

〇
囲
－
満
　
錫
－
杖
（
去
濁
）
の
相
に
せ
よ
。

○
［
於
］
頭
よ
り
も
高
（
訓
）
　
（
く
）
　
せ
よ

○
黒
色
に
し
て
刀
を
持
せ
よ
。

○
次
第
に
開
－
敷
す
る
こ
と
遍
せ
り
。

ロ

　

　

　

　

タ

○
龍
王
哺
（
去
濁
）
噌
（
上
）
撃
（
上
濁
）

せ

○
龍
（
音
）
を
光
に
し
亀
（
音
）
を
座
と
薦
り
。

カ
ウ

○
杏
（
去
）
封
生
（
去
）
と

○
秤
（
去
）
と
宮
と

シ
ヨ

○
図
滴
な
る
こ
と
輪
の
勢
（
訓
）
の
如
（
く
）
　
せ
よ
。

○
空
・
地
の
甲
を
捻
す
る
を

ソ
ハ

○
風
を
側
め
屈
せ
よ
。

〇
一
切
薬
叉
は

〇
一
切
薬
叉
女
と

○
水
　
竪
て
て
二
風
　
屈
せ
よ
。

サ

イ

　

　

リ

ウ

○
彗
（
平
）
流
（
平
）
星
と

○
空
・
竪
（
音
）
に
せ
よ

○
空
を
並
へ
て

三
六
四

タ

〇
左
　
（
の
）
肩
（
に
）
垂
レ
リ

○
左
こ
ハ
白
傘
蓋
（
上
）
備

○
囲
満
ス
ル
コ
ト
錫
杖
（
平
濁
）
　
（
の
）
相
（
に
せ
よ
）

カ
シ
ラ

○
［
於
］
頭
．
ヨ
リ
高
（
く
せ
よ
）

○
黒
色
（
に
し
て
）
　
刀
を
持
セ
リ
。

○
次
第
（
に
）
開
敷
（
す
る
こ
と
）
遍
　
（
く
）
　
セ
ヨ
。

○
龍
王
哺
（
上
濁
）
嗜
撃
　
ハ

ナ
　
（
上
）

○
龍
ハ
光
・
亀
（
平
）
　
ハ
座
烏
リ

カ
ウ

○
杏
ト
封
生
　
（
と
）

○
秤
　
ト
ノ
宮
（
と
）

シ
ヨ
・
ワ

○
園
満
ス
ル
コ
ト
輪
（
の
）
勢
（
の
）
如
（
く
せ
よ
）

○
空
ヲ
モ
　
（
て
）
地
　
（
の
）
　
甲
を
捻
ル
ヲ

○
風
・
測
メ
テ
屈
（
せ
よ
）
。

ソ
ハ

〇
一
切
ノ
薬
叉
（
は
）

〇
一
切
ノ
薬
叉
女
（
と
）

○
水
ハ
竪
　
（
て
て
）
　
二
風
ハ
屈
（
せ
よ
）

サ
イ

○
彗
ト
流
（
去
）
星
（
上
）
　
（
と
）

レ

○
空
ハ
竪
テ
ヨ

タ

○
空
ハ
並
へ
ヨ



モ
（
平
）

○
梵
天
紅
蓮
を
持
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
梵
天
ハ
紅
蓮
（
を
）
持
　
夕
（
上
）
リ
（
平
）

こ
の
異
同
例
は
、
専
ら
漢
文
本
文
の
異
同
例
を
掲
げ
た
も
の
で
、
陀
羅
尼
の
読
み
の
異
同
を
除
外
し
て
あ
る
。

同
一
胎
蔵
儀
軌
に
加
点
さ
れ
た
二
種
の
訓
点
の
異
同
は
、
右
の
と
お
。
で
あ
る
が
、
訓
読
語
の
異
同
に
は
、
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。
「
文

の
断
続
」
に
関
す
る
異
同
は
、
例
外
が
存
す
る
も
の
の
、
朱
点
が
文
を
切
ら
な
い
所
を
、
墨
点
で
は
文
を
切
。
、
一
文
が
短
く
訓
読
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
。
「
音
読
訓
読
の
異
同
」
に
お
い
て
は
、
異
同
の
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
第
七
例
、
第
十
例
の
二
例
を
除
い
て
、
朱
点

の
訓
読
に
お
い
て
音
読
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
墨
点
で
は
訓
読
し
、
同
一
個
所
に
異
訓
を
併
記
し
て
い
る
。
「
読
添
語
の
異
同
」
で
は
、
朱

点
に
読
添
語
の
な
い
個
所
に
、
墨
点
に
お
い
て
格
助
詞
「
の
」
「
と
」
、
係
助
詞
「
は
」
が
読
添
え
ら
れ
た
例
が
目
立
つ
。
読
添
語
の
異
同
の

う
ち
、
第
二
十
例
、
第
二
十
五
例
、
第
三
十
一
例
の
三
例
は
、
朱
点
に
お
い
て
格
助
詞
「
を
」
が
読
添
え
ら
れ
て
い
る
個
所
に
関
す
る
異
同

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
文
の
構
文
上
、
国
語
の
「
ヲ
格
」
が
動
詞
に
先
行
す
る
と
き
、
朱
点
は
格
助
詞
「
を
」
を
読
添
え
る
。
一
方
、
墨

点
は
、
格
助
詞
の
読
添
え
を
行
わ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
数
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
無
い
が
、
例
外
が
な
い
。
か

か
る
状
況
は
、
朱
点
に
対
し
て
異
訓
を
加
点
し
た
墨
点
の
加
点
意
図
が
、
国
語
の
面
か
ら
意
図
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
先
に

掲
げ
た
当
該
資
料
の
奥
書
が
、
擦
消
に
よ
。
情
報
量
が
限
ら
れ
る
と
と
も
に
、
別
所
阿
閣
梨
が
未
勘
で
あ
っ
て
、
い
ま
；
各
々
の
訓
読
の

位
置
付
け
が
出
来
な
い
状
態
で
あ
る
が
、
平
安
後
期
に
存
し
た
寺
門
派
に
お
け
る
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
、
別
所
阿
閣
梨
、
実
相
房

頼
尊
系
の
訓
読
に
対
し
て
、
国
語
七
し
て
対
置
さ
れ
る
訓
読
語
が
併
存
し
て
い
た
事
が
理
解
さ
れ
る
。

院
政
期
墨
点
の
訓
読

〔
朱
点
〕

ア

カ

　

ク

ロ

○
朱
ク
顛
イ
コ
ト
劫
火
の
猶
し

〔
墨
点
〕

○
朱
顆
猶
ホ
劫
火
（
の
）
　
［
猶
］
（
再
讃
）
シ

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

右
は
、
資
料
中
に
わ
ず
か
に
存
す
る
院
政
期
と
認
め
ら
れ
る
基
点
の
異
同
例
の
二
部
を
掲
げ
た
も
の
で
、
「
猶
」
字
の
再
読
例
が
院
政
期
点
に

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

三
六
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
、
鎌
倉
時
代
の
胎
蔵
儀
軌
（
玄
法
寺
儀
軌
）
に
お
け
る
天
台
宗
寺
門
派
資
料
の
訓
読
語

か
か
る
、
訓
読
語
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
、
鎌
倉
時

代
に
お
け
る
天
台
宗
寺
門
派
関
係
の
二
資
料
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
一
つ
は
、
東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
所
蔵
の
資
料
で
、
そ
の
奥

書
は
、
（
奥
書
一
）
文
治
二
年
（
二
八
六
）
用
卯
月
廿
七
日
伽
佐
郡
於
丹
州
普
甲
寺
書
了

同
五
月
廿
一
日
三
井
平
等
院
流
鳶
光
房
従
□
□

御
本
賜
交
了
卯
月
十
三
四
五
十
六
日
□
了
牽
弁
／
五
十
一

（
奥
書
二
）
（
朱
書
）
　
「
文
治
二
年
卯
月
廿
七
日
午
時
交
粘
了

五
月
七
八
九
十
日
三
井
平
等
院
流
毒
光
房
こ
テ

奉
従
受
了
費
弁
五
十
二

（
別
筆
）
　
「
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
三
月
廿
七
日
請
之
磐
灯
㌢

同
相
日
毒
光
房
之
随
足
下
講
之
了
／
同
下
四
月
一
日
始
交
　
同
二
日
受
了
」

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
の
資
料
で
、
第
十
九
函
第
二
号
と
し
て
現
蔵
の
資
料
で
あ
る
。
そ
の
奥
書
は
、

（
奥
書
一
）
建
久
六
年
（
二
九
五
）
　
五
月
四
五
両
日
於
月
輪
房
巳
講
御
房
御
座
下

奉
受
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猷
尊
記

寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
正
月
晦
日
於
「
詞
智
房
僧
都
御
房
御
座
下

奉
受
了
仰
之
碓
可
薦
昔
日
自
遠
所
往
還
不
便
之
間

一
日
讃
之
了
云
＼
以
古
本
交
合
奉
侍
受
了
追
以
此
本



侍
持
了

弘
長
元
年
（
一
二
六
こ
八
月
十
二
日
於
宇
治
平
等
院

外
僧
房
奉
従
聖
跡
房
律
師
御
房
供
養
奉
受
了

以
古
本
交
合
御
房
侍
持
之
本

寛
乗
記

長
乗
記

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
十
二
月
十
四
日
於
円
明
寺
之

松
房
奉
従
住
心
院
僧
正
御
房
奉
受
之
了

同
以
彼
御
本
書
寓
交
粘
了

（
奥
書
二
）
寛
軍
二
年
（
一
二
三
一
）
三
月
十
二
日
於
摩
詞
智
房
座
下
奉
受
了

同
聴
　
幸
尊
阿
閣
梨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
乗
記

弘
長
二
年
（
二
二
ハ
二
）
五
月
十
三
日
奉
従
聖
跡
房
律
師
御
房
讃
尊
合
儀
軌

奉
稟
了
従
胎
儀
軌
上
巻
後
次
秘
密
主
之
分
令
讃
始
同
十
四
日
下
巻
奉
受
了

沙
門
長
乗

元
亨
三
年
（
三
三
三
）
二
月
十
七
日
給
彼
御
本
書
寛
之
了
同
廿
五
六
両

日
之
間
奉
随
住
心
院
前
大
僧
正
御
房
奉
稟
之
了

（
別
筆
）
「
宝
暦
八
歳
（
一
七
五
八
）
舎
餌
五
月
十
六
日
加
繕
装
納
金
剛
蔵
了

時
定
額
僧
貫
首
僧
正
賢
賀
莞
什
空

次
に
掲
げ
た
も
の
は
、
鎌
倉
時
代
の
天
台
宗
寺
門
派
の
訓
読
を
伝
え
る
二
つ
の
資
料
の
訓
読
語
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
上
段
に
東
大

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

三
六
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
八

国
語
研
究
室
蔵
本
、
下
段
に
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
訓
読
の
例
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
節
に
お
い
て
取
り
上
げ
掲
げ
た
異
同
箇
所
に

つ
き
、
鎌
倉
時
代
の
二
資
料
の
訓
読
の
様
態
が
如
何
様
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
〕

［
文
の
断
続
・
語
序
の
異
同
］

○
［
於
］
劫
（
入
）
－
災
の
火
に
同
し
。

ノ

○
内
－
拳
・
風
輪
を
中
へ
ヨ

ク
ハ

○
旋
－
醇
（
平
濁
）
し
て
恵
　
定
に
加
へ
よ
。

○
身
（
訓
）
は
黄
金
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

○
普
（
訓
）
く
園
－
浮
の
光
（
訓
）
を
放
（
訓
）
　
（
ち
）
　
て

○
浬
（
上
）
哩
（
上
）
底
（
平
）
方
（
上
）
に
依
て
大
日
如
来

鬼
ン

〇
四
－
方
の
相
（
音
）
・
均
　
（
平
）
－
等
（
な
る
）
　
こ
と

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ハ

タ

○
火
は
胸
（
訓
）
の
前
に
入
　
（
れ
）
　
て
側
　
テ
　
（
よ
）

○
阿
毘
（
平
濁
）
目
（
上
）
怯
（
平
）
ト
封
セ
リ

メ

　

　

シ

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

ナ

カ

〇
八
1
馬
（
平
）
車
（
去
）
略
（
平
）
の
中
な
り
。

フ

○
福
－
智
　
仰
ふ
け
　
（
よ
）

●
空
は
並
へ
て

シ
モ

（
の
）
　
下
に

〔
東
寺
観
智
院
蔵
本
〕

▲
［
於
］
劫
災
（
去
）
の
火
に
同
く
し
て

ノ

○
内
拳
　
風
輪
を
申
へ
よ
。

○
悪
を
旋
特
（
し
て
）
定
に
加
（
へ
）
　
よ
。

○
身
（
訓
）
・
黄
（
去
）
金
（
上
）
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

○
普
く
園
1
浮
の
光
（
訓
）
を
放
（
ち
）
　
て

シ
モ

●
捏
（
上
）
哩
（
上
）
底
（
平
）
方
の
大
日
如
来
の
下
に
依
レ
リ

ク
ヰ
ム

〇
四
方
の
相
・
均
－
等
ナ
ル
コ
ト

ソ
ハ
タ

○
火
は
胸
ノ
前
に
入
レ
て
側
　
テ
ヨ

○
阿
毘
（
平
）
巨
（
上
）
怯
（
平
）
　
（
と
）
封
し

〇
八
馬
（
平
）
車
（
去
）
略
（
上
）
の
中
（
訓
）
に
ア
リ
。

●
福
・
智
（
平
）
・
仰
け
て

●
空
は
並
へ

［
字
訓
の
異
同
］

ヒ
ラ

○
内
1
心
に
蓮
華
　
敷
ケ
た
り

ナ
ラ

ヒ
ラ

○
内
心
に
蓮
華
　
敷
ケ
タ
リ

〇
二
肘
（
去
）
を
並
　
（
へ
て
）
相
ひ
近

ケ
て
棺
高
か
く
竪
　
（
て
）
　
て
〇
二
肘
（
去
）
を
並
　
（
へ
）
　
て
相
ひ
近
　
ケ
て
棺
高
ク
竪
　
（
て
）
　
て



ツ
イ

○
次
テ
に
東
（
訓
）
よ
り
第
－
一
に
は

ト

　

　

モ

〇
千
の
手
（
訓
）
に
各
（
訓
）
の
標
リ
持
タ
リ
。

モ

○
意
（
平
）
刀
と
羅
（
平
）
索
（
入
濁
）
と
を
持
タ
リ
。

か
ミ

○
賓
の
上
に

△
傘
（
去
濁
）
の
上
に

カ
シ
テ
　
　
　
ソ
ハ
タ

○
頭
　
ヲ
側
　
テ
て

ソ
ハ
タ

○
火
は
胸
（
訓
）
の
前
に
入
（
れ
）
　
て
側
　
テ
（
よ
）

鬼
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

○
龍
は
光
（
音
）
・
亀
（
平
濁
）
は
座
（
音
）
薦
リ

ヲ
ホ

○
諸
－
龍
は
覆
ふ
て

ヲ
ノ
ツ
カ

○
天
衆
　
自
　
ら
園
緯
せ
り
。

ヘ

　

マ

ツ

○
風
　
空
輪
の
上
に
紋
へ

△
説
（
中
略
）
遍
照
眞
言
日

［
音
読
訓
読
の
異
同
］

ア
サ

○
其
の
身
（
訓
）
浅
ク
黄
（
訓
）
な
る
色
（
訓
）
な
り
。

○
身
（
訓
）
は
黄
金
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

ホ

ノ

ヲ

ヲ

コ

○
器
（
去
）
杖
王
に
皆
　
焔
　
起
れ
り

み

○
自
ら
　
（
の
）
身
－
命
を

モ
ハ

○
専
ラ
講
（
音
）
し
て
ホ

ト

リ

　

　

ヲ

○
般
若
の
右
（
訓
）
の
連
　
に
置
ケ

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

ツ
イ

○
次
テ
に
東
よ
り
第
一
に
は

ト

　

　

モ

〇
千
の
手
に
各
（
訓
）
の
標
リ
持
タ
リ

モ

○
恵
刀
と
謂
索
と
を
持
タ
リ
。

カ
ミ

○
賓
の
上
に

サ

ム

　

　

　

　

カ

ミ

○
傘
（
去
濁
）
ノ
上
に

ハ
シ
　
　
ソ
ハ

▲
頭
を
側
メ
て

ソ
ハ
タ

○
火
は
胸
ノ
前
に
入
レ
て
側
　
テ
ヨ

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

◎
龍
　
光
に
（
し
）
・
亀
　
坐
と
為
り
［
龍
ハ
光
　
亀
（
音
）
ハ
坐
烏
リ
］
。

○
諸
龍
は
覆
ふ
　
（
て
）

沖
ッ
フ
セ
テ

○
天
衆
　
自
ら
園
続
せ
り
。

ヘ

　

マ

ツ

○
風
・
空
輸
の
上
に
絞
へ

△
説
（
中
略
）
遍
照
眞
吉
日

△
其
ノ
身
　
浅
く
黄
な
る
色
（
訓
）
な
り
。

△
身
（
訓
）
・
黄
（
去
）
金
（
上
）
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

ホ
ノ
ホ

○
器
（
去
）
杖
（
上
）
に
皆
　
煩
　
起
れ
り

〇
日
（
訓
）
ら
の
身
命
を

●
専
（
音
）
－
話
し
て

△
般
若
の
右
の
過
に
置
け

三
六
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
頭
－
冠
（
上
）
し
て

h
ソ

○
皆
な
黄
（
訓
）
な
る
嘩
　
（
訓
）
あ
り
。

○
空
　
水
を
持
レ

○
喜
1
見
－
元
1
－
比
（
の
）
身
（
音
）
な
り

ク
ハ

○
而
（
も
）
相
ひ
加
へ
よ

も

○
空
　
風
を
持
て

○
空
も
て
地
か
甲
を
捻
ル
を

○
門
（
訓
）
東
（
に
）

●
空
は
竪
　
（
に
）
　
せ
よ

ク

○
梵
天
は
紅
（
去
）
－
蓮
を
持
た
り

○
礫
石
衆
賛
を
等
く
（
す
）
。

［
助
字
の
訓
読
の
異
同
］

○
而
し
て
黒
－
蓮
（
去
）

［
字
音
の
異
同
］

○
勤
（
去
濁
）
勇
（
平
）
の

ヘ

　

　

ア

の
上
に
在
リ

●
頭
二
冠
（
上
）
し
て

h
ソ

○
皆
　
黄
（
訓
）
ナ
ル
嘩
　
（
訓
）
あ
り
。

○
空
　
水
を
持
れ

○
喜
見
無
（
去
）
比
（
平
）
　
（
の
）
身
（
音
）
ナ
リ

○
而
（
も
）
相
ひ
加
（
へ
）
　
よ

タ
モ

○
空
　
風
（
を
）
持
て

○
空
を
も
て
地
の
甲
を
捻
る
を

○
門
（
訓
）
東
に

△
空
竪

○
梵
天
は
紅
蓮
を
持
（
訓
）
タ
リ

△
礫
石
衆
賓
を
等
す
。へ

○
而
し
て
黒
蓮
の
上
に
在
り
。

○
金
剛
牙
（
去
濁
）
菩
薩

マ

　

　

　

マ

　

　

　

ケ

イ

○
部
母
忙
（
去
）
弄
（
上
）
鶏
（
平
）
は

モ

ロ

ヽ

ヽ

　

キ

　

　

カ

イ

　

　

　

サ

ウ

●
衆
　
の
器
（
去
）
械
（
平
）
を
操
（
去
）
－
持
（
上
）
せ
り
。

ウ

　

　

　

ス

　

　

　

シ

ヤ

　

　

　

マ

▲
鳥
（
上
）
薯
（
上
）
沙
（
上
）
摩
（
上
）

△
勤
勇
のケ

○
金
剛
牙
（
去
）
菩
薩

マ

　

　

　

マ

　

　

　

ケ

イ

○
部
母
忙
（
去
）
葬
（
上
）
鶏
（
平
）

カ
イ

●
衆
（
訓
）
の
器
（
去
）
械
（
平
）
を
操
（
去
）
持
（
上
）
せ
り

▲
烏
（
上
）
薯
（
上
）
沙
（
上
）
摩
（
上
）
掛



サ
イ

○
推
（
去
濁
）
砕
（
平
）
彿
・

〇
囲
－
満
す
る
こ
と
錫
－
杖
の
相
（
音
）
に
せ
よ

チ
ウ

○
毘
（
去
濁
）
紐
（
平
）
ト
・

△
摩
（
去
）
渇
と

シ

　

　

　

タ

○
詞
（
去
）
悉
（
上
）
多
（
上
）
ト
ヲ

カ

○
尾
（
去
濁
）
舎
（
上
）
怯
（
上
）
ト

○
金
麹
（
平
）
王
と

シ

○
ホ
（
上
濁
）
賀
（
上
）
哺
（
上
）
　
（
も
て
）

○
阿
毘
（
平
濁
）
冒
（
上
）
怯
（
平
）
ト
封
セ
リ

タ

○
難
徒
（
上
）
ト

ロ

　

　

　

ナ

○
龍
王
嘱
（
上
濁
）
噌
（
上
）
撃
（
上
）
　
ハ

ヒ
ヨ
ウ

△
秤
　
（
去
）
ト
ノ
宮
（
去
）
ト

○
鳩
摩
刊
（
平
）
と

ソ

ク

　

　

　

　

コ

ン

○
塞
　
（
入
）
建
華
）
都
（
去
）
童
（
上
濁
）
子
は

○
縛
（
上
）
庚
（
上
）
風
天
は

●
倶
（
去
）
妃
（
上
）
羅
（
上
）
　
（
と
）

シ
・
ワ

○
井
て
阿
（
去
）
混
　
（
入
）
　
毘
（
上
濁
）
弥
（
上
）
ト
・

〇
毘
（
上
濁
）
逝
（
去
濁
）
耶
と
な
り
。

○
烏
（
上
）
頭
（
上
濁
）
と

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

○
推
（
去
濁
）
砕
（
平
）
備
・

△
囲
－
濁
せ
る
　
（
こ
と
）
錫
杖
の
相
に
せ
よ

チ
ウ

○
毘
（
去
濁
）
紐
（
平
）
と

●
摩
（
去
）
掲
　
（
入
）
　
と

○
詞
（
去
）
悉
（
上
）
多
（
上
）
と
を

カ

○
尾
（
上
濁
）
舎
（
上
）
怯
（
上
）
と

●
金
（
去
）
麹
（
上
濁
）
王
と

シ

○
茄
（
上
濁
）
賀
（
上
）
哺
（
上
濁
）
　
（
も
て
）

○
阿
毘
（
平
）
目
（
上
）
怯
（
平
）
　
（
と
）
封
し

タ

○
難
（
去
）
徒
（
上
濁
）
と

ロ

　

　

　

ナ

△
龍
王
は
哺
嗜
（
上
）
肇
（
上
）
・

シ
ヨ
、
ワ

●
秤
　
（
去
）
と
宮
と

○
鳩
（
去
）
摩
（
上
）
利
（
平
）
と

ソ

ク

　

　

　

　

コ

ム

○
塞
　
（
入
）
建
（
平
）
都
（
去
）
童
（
上
濁
）
子
（
平
）
　
（
は
）

○
縛
（
上
濁
）
庚
（
上
）
風
天
は

ク

○
倶
妃
（
上
濁
）
羅
と

と

○
井
て
阿
（
去
）
漏
　
（
入
）
　
毘
（
上
濁
）
弥
（
上
）
と

○
毘
（
上
濁
）
逝
耶
と
な
り

○
烏
（
上
）
頭
（
上
濁
）
と

三
七
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

サ
イ

○
彗
（
平
）
ト
流
（
去
）
星
（
上
）
と

［
読
添
語
の
異
同
］

サ
キ

○
先
の
備
（
訓
）
の
説
（
音
）
　
（
な
り
）

ツ
イ

○
次
テ
に
東
（
訓
）
よ
り
第
－
一
に
は

ヲ

○
堅
－
悪
の
杵
を

○
金
剛
－
賓
の
理
堵
あ
り
。

○
天
童
の
衆
・
園
緯
せ
り
。

○
盆
迅
倶
摩
羅
は

○
身
（
訓
）
は
黄
金
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

カ

ミ

　

ア

カ

●
髪
　
赤
（
訓
）
く
し
て

マ
ン
　
火
音
　
　
　
　
モ
チ

○
虎
の
皮
を
浸
－
跨
（
平
）
に
用
ヰ
た
り

○
恵
は
杵
（
上
）
　
こ
疋
は
元
畏
（
平
）
に

○
諸
の
衆
生
の
烏
の
故
に
セ
リ

モ

○
憲
（
平
）
刀
と
羅
（
平
）
索
（
入
濁
）
　
と
を
持
タ
リ
。

○
左
の
肩
（
訓
）
に
垂
れ
り
。

サ
ン

○
左
こ
ハ
白
－
傘
（
去
濁
）
－
蓋
（
上
濁
）
備
・

〇
囲
－
満
す
る
こ
と
錫
－
杖
の
相
（
音
）
に
せ
よ

ら

○
［
於
］
頭
（
訓
）
よ
り
高
ク
せ
よ

サ
イ

●
彗
流
（
平
）
星
（
上
）
と

三
七
二

●
先
の
債
の
説
（
き
）
　
た
ま
は
　
（
く
）

ツ
イ

○
次
テ
に
東
よ
り
第
一
に
は

○
堅
恵
の
杵
を

○
金
剛
賓
の
瑠
璃
あ
り
。

○
無
量
の
衆
・
園
耗
せ
り
。

○
盆
（
平
）
迅
（
平
濁
）
倶
（
去
）
摩
（
上
）
羅
（
上
）
　
ハ

●
身
（
訓
）
・
黄
（
去
）
金
（
上
）
の
色
（
訓
）
に
作
れ
。

●
髪
（
訓
）
赤
（
訓
）
く
し
て

火

　

　

ち

○
虎
（
訓
）
の
皮
（
訓
）
を
漫
（
去
）
跨
に
用
ヰ
タ
リ

○
悪
は
杵
・
定
（
は
）
無
異
に

○
諸
の
衆
生
（
音
）
の
烏
の
故
に
（
せ
り
）

［
「
生
」
字
加
点
ノ
音
読
符
ハ
　
「
せ
り
」
ノ
誤
点
ナ
ラ
ム
］

モ

○
恵
刀
と
謂
索
と
を
持
タ
リ
。

●
左
（
訓
）
の
肩
（
訓
）
に
垂
　
（
れ
）
　
タ
リ

サ
ム

○
左
に
は
白
人
入
濁
）
傘
蓋
（
上
濁
）
悌
・

△
囲
－
満
せ
る
　
（
こ
と
）
錫
杖
の
相
に
せ
よ

○
［
於
］
頭
（
訓
）
ヨ
リ
高
ク
セ
ヨ



○
黒
－
色
に
し
て
刀
を
持
せ
り
。

○
次
第
に
関
数
（
す
る
こ
と
）
遍
く
セ
ヨ

ロ

○
龍
王
哺
（
上
濁
）
嗜
（
上
）
肇
（
上
）
ハ

鬼

イ

　

　

　

　

　

タ

○
龍
は
光
（
音
）
・
亀
（
平
濁
）
は
座
（
音
）
烏
リ

カ
・
ワ

○
杏
（
去
）
ト
・
封
－
生
と

ヒ
ヨ
ウ

○
秤
　
（
去
）
ト
ノ
宮
（
去
）
ト

イ
キ
ヲ
ヒ

○
園
－
満
す
る
こ
と
輪
（
音
）
の
勢
　
の
如
（
く
）
せ
よ
。

○
空
も
て
地
か
甲
を
捻
ル
を

ソ
ハ

○
側
メ
テ
屈
せ
よ

〇
一
切
の
薬
叉
は

〇
一
切
の
薬
叉
女
は

○
水
は
竪
て
て
二
風
は
屈
せ
よ
。

サ
イ

○
彗
（
平
）
ト
流
（
去
）
星
（
上
）
と

○
空
は
竪
　
（
に
）
　
せ
よ

○
空
は
並
へ
て

ク

　

　

　

　

　

　

モ

○
梵
天
は
紅
（
去
）
－
蓮
を
持
た
り

●
黒
色
に
し
て
刀
を
持
せ
よ
　
（
存
疑
）

○
次
第
に
開
1
敷
す
る
こ
と
遍
（
訓
）
　
（
く
）
セ
ヨ
。

ロ

　

　

　

ナ

●
龍
王
は
嘱
嗜
（
上
）
撃
（
上
）
・

タ

○
龍
光
に
（
し
）
・
亀
坐
と
知
り
［
龍
ハ
光
亀
（
昔
）
ハ
坐
烏
リ
］
。

カ
ウ

○
杏
（
と
）
・
封
（
平
）
生
（
去
）
　
（
と
）
・

シ
ヨ
ウ

○
秤
　
（
去
）
と
宮
と

▲
囲
満
セ
ル
コ
ト
輪
の
勢
の
如
（
く
）
せ
よ
。

○
空
を
も
て
地
の
甲
を
捻
る
を

ソ
ハ

○
側
メ
て
屈
（
昔
）
せ
よ

〇
一
切
の
薬
叉
は

〇
一
切
の
薬
叉
女
は

○
水
は
竪
（
て
）
て
二
風
は
屈
せ
よ

サ
イ

●
彗
流
（
平
）
星
（
上
）
と

△
空
竪

○
空
は
並
へ

○
梵
天
は
紅
蓮
を
持
（
訓
）
タ
リ

用
例
の
頭
に
あ
る
○
は
、
先
の
墨
点
の
訓
読
に
一
致
す
る
も
の
（
た
だ
し
、
仮
名
遣
い
の
差
は
無
視
し
た
）
、
●
は
、

先
の
朱
点
の
訓
読
に
一

致
す
る
例
、
▲
は
、
先
の
朱
点
の
訓
読
、
墨
点
の
訓
読
と
も
に
異
な
る
例
、
△
は
右
の
二
資
料
に
訓
点
の
加
点
が
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り

異
同
の
確
定
で
き
な
い
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
二
資
料
と
も
に
、
○
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
て
い
る
。
二
資
料
の
状
況
に
は
、
小

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
四

異
が
あ
る
が
、
東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
蔵
本
の
訓
読
に
お
い
て
、
先
の
基
点
の
訓
読
に
一
致
し
な
い
確
例
は
、
五
例
で
あ
る
。
一
方
、
東

寺
観
智
院
蔵
元
亨
三
年
点
に
お
い
て
先
の
墨
点
に
一
致
し
な
い
例
は
二
十
一
例
あ
っ
て
、
後
者
の
場
合
の
墨
点
と
の
異
同
例
が
多
い
が
、
概

ね
は
、
先
の
墨
点
の
訓
読
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
鎌
倉
時
代
の
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
玄
法
寺
儀
軌
の
訓

読
が
、
平
安
後
期
の
天
台
宗
寺
門
派
内
部
に
存
し
た
複
数
の
訓
読
の
内
の
先
の
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
基
点
の
系
統
の
訓
読
の
流
れ
に
あ
る
こ

と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

稿
者
は
、
金
剛
界
儀
軌
を
取
り
上
げ
て
、
天
台
宗
寺
門
派
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
語
が
、
平
安
時
代
、
と
く
に
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
院

政
、
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
龍
雲
房
大
阿
閣
梨
慶
絆
の
訓
読
を
も
と
に
部
分
的
に
改
変
さ
れ
な
が
ら
伝
承
さ
れ
た
伝
承
性
の
強
い
性
格
の
訓

（4）

読
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
右
の
検
討
よ
り
、
天
台
宗
寺
門
派
の
玄
法
寺
儀
軌
の
場
合
も
、
現
存
の
資
料
に
依
る
限
り
、

平
安
後
期
に
併
存
し
た
数
種
の
訓
読
の
内
の
あ
る
も
の
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
部
分
的
に
改
変
さ
れ
な
が
ら
も
、
伝
承
性
つ
よ
く
伝
え

ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
語
を
形
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
金
剛
界
儀
軌
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
在
、
管
見
の
限
り
で
は
、
そ
の
基
と
な
っ
た
訓
読
が
ど
の
よ
う
な
性
格
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
訓
説
が
い
か
な
る
僧

の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
解
明
が
容
易
な
状
況
に
は
な
い
。
天
台
宗
寺
門
派
関
係
の
玄
法
寺
儀
軌
の
更
な
る
発
掘
と
、
訓
点
資
料
の

調
査
が
解
明
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注1
、
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
篇
』
第
一
編
第
三
章
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
、
講
談
社
）

2
、
拙
稿
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」
　
（
『
国
文
学
致
』
第
一
三
二
　
一
三
三
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）



3
、
拙
稿
「
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
九
十
四
韓
、
平
成
六
年
九
月
）

4
、
拙
稿
「
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
」
（
『
継
承
と
展
開
1
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
、
平
成
五
年
六
月
、
和
泉
書
院
）

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て




